
２０２５年９月議会一般質問 

１、再生可能エネルギーの普及を促進しながら横須賀市の自然や景観を守ることについ

て 

一問目 

 毎年のように夏の暑さが観測史上最高気温を更新しています。農作物の生育不良や、災

害になるほどの豪雨が毎年発生し、南太平洋のツバル共和国では海面上昇が進み、２１０

０年には国土の９５％が水没すると予測されています。 

 こうした気候変動の主な原因が地球温暖化にあり、さらに、地球温暖化の原因は CO2 に

あると認識されています。その CO2 の排出を削減するためには電力を作る燃料を、石炭な

どの化石燃料から太陽、風力などの再生可能エネルギーへ移行を促進させなくてはなりま

せん。ゼロカーボンシティ宣言をしている本市でも公共施設での太陽光発電や、各家庭で

の再エネ、省エネ導入への補助金の事業を行っています。 

 一方で、市内では森林を切り開いたメガソーラーが目立ち、これが地球を守ることにな

るのかと、不信感を抱く市民も多いのではないかと思います。 

 市民が信頼でき、景観的にも許容できる太陽光発電施設であるために、市のルールを作

る必要があると考えます。 

市内で最大規模の湘南田浦メガソーラーは、田浦 3丁目を中心に建設され、昨年 12 月か

ら運転を開始しています。 

 メガソーラーの太陽光パネルは鉄道車内からも見られるので、その光景に違和感を覚え

た方は多いのではないかと思います。SNS やブログなどでも写真付きで取り上げられ、 

「メンテナンスをしていないのか。」 

「森を消滅させてまで太陽光パネルを設置するのは本末転倒。」 

「自然が失われている。規制がないと大変なことになる。」 

といった感想が投稿されています。 

当メガソーラー近くのお宅には、「電車から見えて、何だろうと思って降りて、近くまで来



た」という人がいたそうです。 

森の緑がなくなってパネルになったというだけではなく、パネルがまっすぐに並んでい

ないため景観的にもひどく、風で飛ばされるのではないかとの不安の声も伺っています。 

今年 4月 28 日の横須賀市環境審議会温暖化対策推進部会でも、「山のみどりをすべて切

り、向きも統一されていないパネルが雑多に配置されており、景観が非常に悪い」との指

摘が委員からありました。 

私たち日本共産党会派も田浦町や港が丘から目視しましたが、異様な光景だと感じまし

た。 

市長は湘南田浦メガソーラーにかかる今の状況をご存知でしょうか。またその景観につい

てどのように感じておられるか、伺います。 

 この地域での開発は、事業者の変更や、一時期工事が止まってしまった期間もあり、と

ても大変な工程だったと伺っています。そのような複雑な経緯も振り返りつつ、質問を続

けます。 

同地域の開発における当初の手続きは、１９９９年に５３９戸の戸建住宅を開発する許

可申請でした。 

２０１４年第２回定例会本会議での井坂新哉議員の質問に対して当時の吉田市長は、「新

規の開発計画は人口減少対策になる」として、「一定の緑化等を含め進めていくべき」だと

答弁しています。 

この定例議会では、上地市長も当時議員として、都市整備常任委員会で資料を求めてお

られ、関心を寄せられています。 

しかし結果として、森林が破壊され、住宅にもならず、緑化の対応もされない状況にな

っています。 

実際、住宅地としての計画は２０１５年２月に取り下げられ、翌月の大規模土地利用行

為連絡調整会議で「（仮称）湘南田浦メガソーラー事業」計画内容が公表されました。 

２０１９年の 12 月定例議会に上程された議案第１０８号は、田浦梅の里の一部と現在の

メガソーラー発電事業者である株式会社ブイハウスの所有地を交換するという議案でし

た。都市整備常任委員会におけるその審査の際に、公明党の石山満委員の「株式会社ブイ



ハウスの経営状況についてはどれぐらい把握されていますか。」という質問に対して、環境

政策部は「九州地方を中心に ３４ヵ所のメガソーラーの実績がある」と答弁していま

す。 

２０２１年９月定例議会本会議ではねぎしかずこ議員が、当時工事中だった同地域で土

砂流出が発生したことを踏まえて、再エネを促進するためにも、太陽光パネル設置に関す

る規制も盛り込んだ再エネ推進条例制定の必要性について質問をしました。それに対して

上地市長は、「国が再エネ導入の促進区域から災害の危険性が高いエリアを除外する方針を

示したことから、今後、斜面地への設置が増えていくとは思えない。再エネ推進条例の制

定は考えていない。」「太陽光パネル等の発電設備は国の技術基準等に基づいて設置されて

いる。現行法令の中では市が監視・指導することは難しい。」と答弁されています。 

議会からは事業者の状況を確認したり、市民の不安を代弁する質疑がされていますが、

市が事業者を問題ないとした根拠はあるのでしょうか。また、市は事業者に対して、これ

までどのような指導をしてきたのでしょうか。市長は「国の技術基準等に基づいて設置さ

れている」と答弁しましたが、現在の状態は「国の技術基準等」に合致しているとお考え

でしょうか。市長に３問伺います。 

次に、市の施策との整合性について伺います。ゼロカーボンシティよこすか２０５０アク

ションプランでは、「一定規模を超える太陽光発電システムを導入する際には、緑被率への

影響、土砂災害への影響、景観への影響などを検討したうえで実施することが求められま

す。」とされています。実際に市は事業者に対して関与はされたのでしょうか。市長に伺い

ます。また、景観の視点において、横須賀市景観条例上は問題が無いのでしょうか。市長

に伺います。 

次に、緑地を大きく損なってまでのメガソーラーは規制されるべきと考えますが、再生

可能エネルギーの導入促進が急がれる中で、地域に受け入れられる太陽光発電施設を着実

に増やしていく方策について伺います。 

地球を守れ 横須賀ゼロカーボン推進条例にメガソーラーの規制を盛り込むなど、みどり

や環境を守りながらゼロカーボンを進めていく条例が必要ではないでしょうか。市長に伺

います。環境省の太陽光発電の環境配慮ガイドラインは、事業者がチェックリストを確認

しながら、設置・運用できますし、前述したようにゼロカーボンシティよこすか２０５０

アクションプランでも、緑被率や土砂災害、景観への影響を検討したうえで実施すること

が求められるという記述があります。これらの環境配慮の記述に実効性を持たせることが



必要ではないでしょうか。市長に伺います。 

運用が始まったメガソーラーであっても、太陽光発電の環境配慮ガイドラインやゼロカー

ボンシティよこすか２０５０アクションプランを適用し、環境改善をはかる必要があるの

ではないでしょうか。その際には近隣住民にさらなる負担をかけないような配慮が必要だ

と思いますが、そのような方法について市長に伺います。 
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鳥鲣鱅鳔鳫宣⾔鲗鱜鱫鱉鲐⻑野県飯⽥市鱳「飯⽥市再⽣可能鲠鳅鳣鲦鱅鱳導⼊鱰鲍鲐持続
可能鱯地域鱪鱔鲏鱰関鱞鲐条例」鱴、鱢鱳⽬的鲗持続可能鱯地域鱪鱔鲏鱭鱜鱫鱉鲐鱭鱉鱋
鱘鱭鱑先進的鱥鱭思鱋。鱘鱳条例鱬鱴鱢鲇鱢鲇再⽣可能鲠鳅鳣鲦鱅鲗⽣鲄出鱞、太陽光鲉
河川、森林鱯鱮鱳資源鱴、過去鱐鲎鱢鱳地鱰住鲅⼈々鱰鲍鲏守鲎鲑鱫鱒鱤鲇鱳鱬鱇鲏、鱢
鱳資源鱴、地域鱰利⽤鱞鲐権利鱑鱇鲐鱭鱳考鱍⽅鱰基鱪鱒、再⽣可能鲠鳅鳣鲦鱅資源鱐鲎
⽣鲃鲑鲐鲠鳅鳣鲦鱅鲗市⺠共有鱳財産鱭捉鱍鱫鱉鲐。鱘鲑鲗市⺠鱑優先的鱰利⽤鱜鱫地域
鱪鱔鲏鲗⾏鱋権利鱭鱜鱫、地域環境権鱭定義鱜、飯⽥市鱬鱴市⺠鱰付与鱚鲑鱫鱉鲐鱭鱉鱋
鱘鱭鱥。鲃鱤、飯⽥市鱳事例鱬鱴⼤⼿鱳株式会社鱑同社鱳所有地鲗活⽤鱜鱫太陽光発電所
鲗⾏鱋鱭鱉鱋横須賀市鱬鲇今回鱳事例鱭似鱤鲩鱅鲱鱑鱇鱨鱤鱑、鱢鱳際鱰使⽤鱜鱯鱉⼀部
鱳⼟地鲗地域住⺠鱳鱤鲆鱳広場鱭鱜鱫活⽤鱞鲐鱯鱮、⼤⼿鱳参⼊鲗地域活性化鱭結鱸鱩鱖



鱤鱭鱉鱋事例鲇鱇鲐。鲃鱤厚⽊市鱰鱇鲐鲵鱅鳡鱅鲯鲟鲚鳢鳫鲨鱴、地域鱳⽅鲗招鱉鱫、農
作物鱳収穫祭鲗鱜鱤鲏、災害時鱰鱴鲫鳫鲳鳫鳀鲗解放鱜鱤鲏鱞鲐鱯鱮、地域鱰対鱜鱫貢献
鲗鱜鱫鱉鲐。東京⼯業⼤学準教授鱳錦澤滋雄⽒鱑⾏鱨鱤鲚鳫鲩鱅鳀調査鱰鲍鲐鱭、地域貢
献型鱳太陽光発電施設鱬鱴、施設鱑地域鱳誇鲏鱭鱜鱫認知鱚鲑、地域鱰歓迎鱚鲑鱫鱉鲐鱭
鱉鱋鱘鱭鱑⽰唆鱚鲑鲐鱭鱉鱋結果鱑出鱫鱉鲐。本市鱬鲇再⽣可能鲠鳅鳣鲦鱅鲗推進鱞鲐際
鱰鲴鳥鲣鱅鳔鳫鲗⽬的鱭鱞鲐鱳鱴当然鱥鱑、包括的鱯地域鱪鱔鲏鲗⽬指鱜鱫鱉鱔取鲏組鲄
鲇同時鱰進鲆鱫鱉鱤鱥鱒鱤鱉鱭思鱋。市⻑鱳鱏考鱍鲗伺鱋。�

都市部⻑�

地域鱽鱳貢献鱭鱉鱋鱳鲇⼤事鱯鱘鱭鱥鱭思鱋鱳鱬、鱢鱋鱉鱨鱤観点鲇踏鲃鱍鱫条例鲗検討
鱜鱫鱉鱒鱤鱉。�

市⻑�

⾃然権、⽣存権鱭鱉鱋鱳鱴、当鱤鲏前鱳話鱬昔鱐鲎鱇鲐話鱯鱳鱲。鳙鲤鲵鱅鳡鱅鱭鱉鱋鱺
鱋鱰CO2削減鱰鱭思鱨鱤鱳鱑逆鱰鱘鱋鱯鱨鱤鱘鱭鱴想定鲇鱜鱫鱉鱯鱐鱨鱤鲔鱖鱥鱐鲎仕⽅
鱑鱯鱉。新鱜鱉事情鱰鱯鲐鱳鱬鱲。新鱜鱉網鱐鱖鲗当然鱜鱫鱉鱐鱯鱒鲈鱉鱖鱯鱉。鱬鲇鱚
鱨鱒鱏鱨鱜鲈鱨鱤鲍鱋鱰眺望権鱴鲃鱤別鱳問題鱥鱐鲎違鱋網鱐鱖鱑必要鱯鱳鱲。鱥鱐鲎都
市部鱥鱖鱬鱴鱯鱔鱫環境部鲇含鲆鱫鱮鱋鱉鱋網鱐鱖鱑鱬鱒鲐鱐鱭鱉鱋事鱴鱘鲑鱐鲎考鱍鱫
鱉鱐鱯鱒鲈鱉鱖鱯鱉鱭思鱋。鱘鱘以外鱰想定鱞鲐鱨鱫鱉鱋鱳鱴、今横須賀鱳中鱬鱇鲃鲏考
鱍鲎鲑鱯鱉。鱢鲑鱴⺠間鱳⼟地鱝鲈鱯鱔鱫公鱑持鱨鱫鲐⼟地鱑⼤鱒鱉鱐鲎鱲。鱢鲑鲇含鲆
鱫鱘鲑鱐鲎考鱍鱫鱉鱐鱯鱒鲈鱉鱖鱯鱉鱭思鱨鱫鱉鲐。鱦鲌鱨鱭鲭鱅鳋鲱鱜鱞鱓鱐鲇鱜鲑鲃
鱠鲘鱑、以上鱬鱞。�
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今回鱳開発鱰対鱜鱫⼤規模⼟地利⽤⾏為協議鱬鱴極⼒現存鱳緑鲗残鱞鱭鱭鲇鱰、区域内鱳
周辺鱳⾃然環境鱳保全鱰充分配慮鱜鱫鱔鱥鱚鱉鱭鱉鱋協議内容鲗⼟地利⽤⾏為者鱰伝鱍鱫
鱉鲐。向鱒鱑揃鱨鱫鱉鱯鱔鱫、鳈鳡鳈鳡鳉鳅鳣鱑鳈鳡鳈鳡鱥鱭鱉鱋⾒⽅鲇鱇鲑鱵、地形鲗
市⻑鲇鱏鱨鱜鲈鱨鱤鲍鱋鱰地形鲗⽣鱐鱜鱫鱉鲐鱭鱉鱋⾒⽅鲇鱇鲐鱳鱥鱭鱉鱋鱘鱭鱑鲔鱐鱨
鱤。⼈鱰鲍鱨鱫鱉鲒鱉鲒感鱝⽅鱑鱇鲐景観鱯鱳鱬、本市鱳実情鱰合鱨鱤基準鱑設鱖鲎鲑鱫
再⽣可能鲠鳅鳣鲦鱅鱳信頼鱑進鲘鱬、結果的鱰鲴鳥鲣鱅鳔鳫鱽鱭促進鱚鲑鲐鱘鱭鲗望鲘鱬
鱉鲐。�


